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紅山文化の所謂馬蹄形玉籔について（林）

　
紅
山
文
化
の
墓
か
ら
近
時
図
1
、
3
の
や
う
な
軟
玉
製
贔
が
発
見
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

馬
蹄
形
玉
石
、
纂
形
器
等
と
呼
ば
れ
て
み
る
。
用
途
に
つ
い
て
は
髪
飾
り
で

髪
を
こ
の
器
の
筒
の
中
に
納
め
る
も
の
と
す
る
李
文
信
の
説
が
引
か
れ
て
ゐ

②る
。
こ
の
式
の
器
の
原
型
と
同
途
に
つ
い
て
筆
者
の
考
へ
を
記
し
て
お
き
た

い
。　

こ
の
式
の
器
は
一
方
が
少
し
拡
が
っ
た
筒
形
に
作
ら
れ
、
細
い
方
の
口
は

中
軸
と
ほ
ぼ
直
角
に
切
ら
れ
、
太
い
方
の
口
は
斜
め
に
な
る
。
斜
め
に
切
ら

れ
た
口
の
｝
番
突
出
し
た
部
分
の
あ
る
側
を
下
に
し
て
平
ら
に
醗
い
た
隣
、

筒
は
上
下
方
向
に
や
や
ひ
し
ゃ
げ
て
み
る
（
図
2
～
4
）
。
寸
法
は
各
図
の
下

に
示
し
た
や
う
に
、
大
体
最
長
一
〇
～
二
〇
㎝
。
太
い
側
も
細
い
側
も
大
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

楕
円
形
を
な
す
も
の
も
あ
る
が
、
図
5
、
6
の
や
う
に
、
太
い
側
の
口
が
顕

著
に
隅
円
の
梯
形
に
成
形
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
図
1
も
写
真
で
は
わ
か
ら

な
い
が
、
太
い
側
の
径
の
寸
法
書
き
か
ら
み
る
と
、
同
様
な
形
に
作
ら
れ
て

み
る
ら
し
い
。

　
こ
の
式
の
器
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
一
番
突
出
し
た
部
分
一
帯
が
斧
の

刃
の
や
う
な
形
に
成
形
さ
れ
、
口
に
近
い
所
が
磨
滅
し
て
み
る
も
の
の
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
図
3
に
つ
い
て
報
告
に
「
開
口
縁
部
は
刃
状
を
呈
す
る
」
と

　
　
④

記
さ
れ
、
写
真
で
も
見
る
通
り
、
石
斧
や
玉
斧
の
刃
の
部
分
に
時
折
見
か
け

る
、
長
期
の
使
用
の
結
果
生
ず
る
平
行
の
溝
が
顕
著
に
生
じ
て
み
る
。
図
2

に
つ
い
て
も
報
告
に
「
斜
口
の
一
端
辺
は
薄
く
鋭
く
刃
に
似
る
」
と
記
さ
れ

⑤る
。
図
6
の
遺
物
も
同
部
分
が
内
よ
り
外
壁
に
経
っ
て
刃
状
に
斜
面
が
つ
け

ら
れ
、
縁
に
は
、
写
真
に
う
ま
く
出
て
み
な
い
が
長
期
の
使
用
の
結
果
石
斧
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

玉
斧
の
刃
に
生
ず
る
の
と
同
じ
、
細
か
い
溝
が
生
じ
て
み
る
。
こ
の
使
用
痕

は
、
こ
の
式
の
遺
物
が
こ
の
部
分
を
何
か
硬
い
竜
の
に
頻
繁
に
突
込
む
使
ひ

方
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
こ
の
種
の
遺
物
の
用
途
、
原
型
に
つ
い
て
筆
者
に
ヒ
ン
ト
を
与
へ
て
く
れ

た
の
は
図
7
の
股
嘘
婦
好
墓
出
土
の
骨
ヒ
で
あ
る
。
報
告
に
ブ
タ
め
上
腕
骨

を
も
つ
て
作
っ
た
も
の
で
、
長
さ
一
二
・
二
㎝
、
刃
の
幅
三
・
二
㎝
だ
と
あ
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図2　所謂馬蹄形玉笹，凌源牛
　　　河梁，　長16．4c風

下

1

図1　所謂馬蹄形玉響凌源三官懸子城子

　　　山2号墓，通長14．2c皿，太い側の

　　　口，径6．8～9．5cm，細い側の口，

　　　径6．2～7，2c皿

図3　所謂馬蹄形玉簸，凌源三官旬子Z1，4号墓
　　　最大幅10．7cm，細い側の口長径7．4c皿

114　（274）



紅山文化の所謂馬蹄形玉簸について（林）
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図5　所謂馬蹄形玉撞，「建平県牛河梁15号
　　　墓」，高13．4c皿，幅8．45c皿

図4　所謂馬蹄形玉織，凌源三官旬子Z1，15号
　　墓，通長11．6cm，細い側の口長径6，7cm
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図6　所謂馬蹄形玉簸，出土地不明，通長11．3㎝，太い側の口，最：大幅8．Ocm，細い側の口，

　　径6．6×5．3㎝，Corrrtesy　of　the　Royal　Qntario　Museum，　Toronto，　Canada（Far

　　Eastern　Departrnent）
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図7　骨t，毅櫨婦輪講，長12．2cm，先端幅3，2c皿

図8　ブタの上腕骨，それを切って作った図7の骨ヒ：の半製品，中，下，長12．5㎝
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紅山文化の所謂馬蹄形玉笹について（林）
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図9ウシの上腕骨

髄10図9の骨につけた鉛筆の印に沿

　　つて切った所
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⑦る
。
図
8
上
は
行
き
つ
け
の
食
肉
店
か
ら
入
手
し
た
ブ
タ
の
上
腕
骨
。
こ
れ

を
そ
こ
に
鉛
筆
で
印
し
た
や
う
に
切
っ
た
の
が
図
8
中
、
下
。
こ
れ
か
ら
海

綿
質
を
渕
り
去
っ
て
仕
上
げ
る
と
図
7
の
ご
と
き
遺
物
と
な
る
。
図
8
中
、

下
は
長
さ
＝
一
・
五
c
皿
で
図
7
と
寸
法
も
合
ふ
。
図
8
上
の
右
側
が
肩
騨
骨

に
接
続
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
近
く
、
平
だ
め
に
拡
が
っ
た
所
が
図
7
の

ヒ
で
物
を
す
く
ふ
部
分
に
利
用
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
形
は
図
5
、

6
の
紅
山
文
化
の
問
題
の
玉
器
の
太
い
側
の
口
の
突
出
部
の
形
を
強
く
思
ひ

起
さ
せ
る
。
図
8
上
は
ブ
タ
の
骨
で
幅
広
い
部
分
の
幅
も
三
・
四
c
皿
と
學
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
と
大
型
の
ウ
シ
の
骨
で
作
っ
て
は
如
何
か
と
考

へ
、
京
都
大
学
の
農
学
部
に
保
管
さ
れ
て
る
る
ウ
シ
の
骨
稲
標
本
を
見
学
さ

　
　
　
　
　
⑨

せ
て
も
ら
っ
た
。
見
た
所
、
大
体
紅
山
文
化
の
問
題
の
羅
と
合
ひ
さ
う
で
あ

る
。
改
め
て
ウ
シ
の
上
腕
骨
を
間
じ
店
か
ら
入
手
、
図
9
に
鉛
筆
で
印
を
し

た
や
う
に
鋸
で
切
っ
た
の
が
図
1
0
。
骨
の
緻
密
質
を
残
し
て
中
の
海
綿
質
を

削
り
取
り
、
内
壁
を
平
滑
に
仕
上
げ
た
の
が
図
1
1
で
あ
る
（
外
側
は
自
然
の

ま
ま
）
。
ま
た
上
腕
骨
と
相
似
て
寛
骨
に
接
続
す
る
側
に
幅
広
く
拡
が
っ
た

部
分
を
持
つ
大
腿
骨
に
同
様
な
加
工
を
加
へ
（
図
1
2
、
1
3
）
、
仕
上
げ
を
行
っ

た
の
が
図
1
4
で
あ
る
。

　
図
1
1
、
中
に
見
る
や
う
に
、
ウ
シ
の
上
腕
骨
製
の
も
の
は
太
い
側
の
口
か

ら
の
ぞ
い
た
形
が
ほ
ぼ
梯
形
を
な
す
点
、
図
5
、
6
と
合
ふ
。
図
1
1
は
寸
法

も
太
い
側
の
口
で
一
番
幅
広
い
所
で
八
・
一
㎝
、
長
さ
一
〇
・
六
㎝
あ
り
、

図
6
の
器
で
夫
々
八
・
O
c
m
、
一
一
・
三
㎝
で
あ
る
の
と
よ
く
舎
致
し
て
み

る
。
ウ
シ
の
大
腿
骨
製
の
も
の
は
太
い
側
の
口
か
ら
の
ぞ
い
た
形
が
図
1
4
、

中
に
見
る
や
う
に
、
か
な
り
平
べ
た
い
点
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し

上
腕
骨
製
の
も
の
程
角
張
っ
て
は
み
な
い
が
、
同
様
梯
形
気
味
の
形
を
持
ち
、

こ
れ
も
紅
山
文
化
の
問
題
の
玉
器
の
原
型
の
候
補
に
入
れ
て
お
い
て
も
差
支

へ
あ
る
ま
い
。

　
筆
者
の
試
作
品
は
細
い
側
が
切
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
み
る
が
、
紅
山
文
化

の
玉
製
品
は
こ
の
側
に
異
板
を
嵌
め
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
図
3
、
4
、
5
の

や
う
に
細
い
口
の
近
く
に
向
ひ
合
っ
て
一
対
の
小
房
が
穿
け
ら
れ
、
底
板
を

よ
り
確
実
に
と
め
る
た
め
の
釘
の
孔
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
図
7
の
股

命
婦
学
芸
の
ブ
タ
の
上
腕
骨
の
ヒ
の
幅
広
い
物
を
し
ゃ
く
ふ
部
分
に
対
応
す

る
の
は
図
！
1
、
1
4
の
ウ
シ
の
上
腕
骨
、
大
腿
骨
製
の
器
の
太
い
側
の
突
出
し

た
幅
広
い
側
で
あ
る
が
、
細
い
側
を
塞
い
だ
上
で
婦
好
墓
の
ヒ
と
同
様
、
こ

の
部
分
を
使
っ
て
物
を
し
や
く
へ
ば
、
一
段
と
大
婚
の
も
の
を
し
や
く
ひ
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
に
注
意
し
た
紅
山
文
化
の
玉
製
品
の
こ
の
幅
広
の

部
分
を
刃
状
に
薄
く
し
た
構
造
、
そ
の
部
分
の
縁
の
磨
滅
は
、
こ
の
や
う
な

用
法
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
解
釈
が
つ
く
で
あ
ら
う
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
紅
山
文
化
の
遺
蹟
か
ら
筆
者
の
試
作
し
た
や
う
な
遺
物
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

知
ら
れ
て
み
な
い
。
図
1
5
は
寧
夏
同
心
倒
寄
子
前
漢
中
期
の
何
奴
墓
出
土
の

骨
製
品
で
あ
る
。
同
じ
ア
イ
デ
ィ
ア
の
作
だ
が
長
さ
五
・
四
㎝
の
小
型
品
。
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紅山文化の所謂馬蹄形玉鐘について（林）
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図10から仕上げた所謂馬蹄形田口形の道具，長10．6㎝，太い側の口，最：大幅8．1c皿
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図12ウシの大腿骨

図13図12の骨につけた鉛筆の印に沿って切った所
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紅山文化の所謂馬蹄形玉箔について（林）

図14図13から仕上げた所謂馬蹄形玉鐘形の道具，長13．5cm，

　　　太い側の口，最大幅98cm

121　（281）



＠一・c　！・1（b

　　　X’一一Lkt“一”L　L－U7－nr一　ts

図15　骨ヒ：同心倒敏子伺奴墓，長5．4cm

図16大型梱形土器，秦安大地湾仰紹文化晩期901号房祉，下，長47cm

図17　股青銅栖，長21．5c匝，大和文華館
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紅山文化の所謂馬蹄形玉籔について（林）

図
1
6
は
ま
た
こ
れ
よ
り
遙
か
に
時
代
が
遡
り
、
仰
紹
文
化
晩
期
の
秦
安
大
地

湾
九
〇
一
丁
房
吐
出
土
の
土
器
。
戯
す
ぼ
ま
り
の
筒
状
の
本
体
に
斜
め
に
切

っ
た
口
の
つ
け
ら
れ
た
形
は
問
題
の
器
に
近
似
す
る
。
後
部
の
把
手
と
口
の

形
か
ら
筆
者
が
君
に
想
定
し
た
紅
山
文
化
の
玉
器
の
用
法
と
同
様
な
使
ひ
方

が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
遺
物
の
出
た
の
は
世
界
最
古
の
人
工
軽
量
骨
材
セ
メ

　
⑪ソ

ト
の
床
を
も
つ
た
一
五
m
に
八
m
ば
か
り
の
大
型
建
築
肚
で
、
村
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

部
族
の
集
会
場
と
い
っ
た
祭
祀
、
儀
礼
用
の
建
物
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
こ

の
遺
物
の
寸
法
は
下
の
も
の
に
つ
い
て
し
か
記
載
が
な
い
が
、
上
の
も
の
も

写
真
か
ら
見
て
相
近
い
太
さ
の
も
の
と
見
て
よ
か
ら
う
。
紅
山
文
化
の
玉
器

の
二
倍
ば
か
り
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
紅
山
文
化
の
問
題
の
玉
器
が
物
を
す
く
ふ
道
具
だ
と
す
る
と
、
一
体
軟
玉

の
や
う
な
貴
重
で
、
し
か
も
硬
く
て
加
工
に
手
間
の
か
か
る
材
質
で
作
っ
て
、

何
を
す
く
ふ
に
使
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
先
に
記
し
た
や
う
に
口
の
縁
の
磨

滅
の
具
合
か
ら
み
て
何
か
堅
い
も
の
を
す
く
っ
た
こ
と
は
間
違
ひ
な
い
。
股

代
の
物
を
す
く
ふ
青
銅
製
の
道
具
で
図
1
7
の
や
う
な
栖
が
あ
る
。
栖
の
用
法

の
一
つ
と
し
て
文
献
で
知
ら
れ
る
の
は
、
死
者
の
口
に
米
を
含
ま
せ
る
蒔
に

こ
れ
を
し
ゃ
く
ふ
用
法
で
あ
る
。
そ
の
用
途
に
は
す
く
ふ
部
分
の
両
側
が
雨

樋
の
や
う
に
高
く
な
っ
た
図
1
7
の
や
う
な
類
が
使
は
れ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

先
に
筆
者
の
推
測
し
た
所
で
あ
る
。
紅
山
文
化
の
問
題
の
器
の
や
う
に
、
す

く
ふ
部
分
の
後
方
が
筒
状
に
な
っ
た
も
の
は
、
股
代
の
も
の
よ
り
多
く
の
量

を
確
実
に
す
く
ひ
取
る
こ
と
が
可
能
だ
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
恐
ら
く
穀
物

の
類
－
玉
器
が
磨
滅
す
る
の
だ
か
ら
恐
ら
く
籾
の
ま
ま
の
一
を
首
長
の

や
う
な
者
が
取
り
分
け
る
何
等
か
の
儀
式
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
日
用
の

骨
製
品
を
軟
玉
で
模
し
た
も
の
が
作
ら
れ
、
そ
の
特
権
的
行
為
を
行
ふ
た
め

の
象
徴
的
な
宝
器
で
あ
っ
た
所
か
ら
死
後
に
も
墓
に
副
葬
さ
れ
た
、
と
い
ふ

や
う
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
先
に
引
い
た
図
1
6
の
や
う
な
遺

物
は
他
に
出
土
例
が
知
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
や
う
な
紅
山
文
化
の
問
題
の
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
同
じ
機
能
の
想
定
さ
れ
る
特
殊
な
型
式
の
器
物
が
、
紅
山
文
化
と
親
縁
な

仰
紹
系
の
文
化
の
遺
蹟
に
お
い
て
、
右
に
記
し
た
や
う
な
宗
教
的
、
儀
式
的

な
性
格
を
持
つ
た
遺
蹟
か
ら
出
土
し
て
み
る
こ
と
は
、
右
に
記
し
た
筆
老
の

推
測
に
有
利
な
事
実
と
考
へ
ら
れ
る
。
と
は
い
へ
、
紅
山
文
化
の
こ
の
玉
器

の
用
法
に
つ
い
て
は
、
更
に
つ
め
て
ゆ
く
必
要
の
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も

な
い
。
ま
た
新
た
な
証
拠
を
え
て
改
め
て
考
へ
た
い
（
一
九
八
八
年
一
一
月
）
。

①
　
孫
、
郭
一
九
八
四
、
一
四
頁
、
李
恭
篤
一
九
八
六
、
五
〇
〇
頁
、
遼
寧
省
文
物

　
考
古
研
究
所
一
九
八
六
、
九
頁
。

②
李
一
九
八
六
、
践
〇
一
頁
。

③
　
こ
の
図
は
一
九
八
八
年
九
月
～
一
〇
月
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
で
行
は
れ
た
中

　
国
・
遼
寧
省
文
物
展
に
出
陳
さ
れ
た
遺
物
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
ラ
ベ
ル
に
は
「
建

　
平
県
牛
河
梁
一
五
号
墓
出
土
」
と
あ
っ
た
。
寸
法
は
展
覧
会
事
務
所
で
中
国
人
工

　
作
員
が
出
陳
物
の
リ
ス
ト
で
調
べ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遼
寧
省
文
物
考
古
研

　
究
所
一
九
八
六
に
発
表
さ
れ
た
一
五
号
墓
の
遺
物
（
図
4
）
と
は
形
の
特
徴
も
寸

　
法
も
合
は
な
い
。
こ
の
展
覧
会
は
や
っ
つ
け
仕
事
的
な
杜
撰
さ
の
目
立
つ
も
の
で
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「
あ
っ
尭
か
ら
、
こ
れ
も
出
土
地
を
誤
っ
て
ゐ
濁
と
見
ら
れ
る
噂

④
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
一
九
八
六
、
九
頁
。

⑤
．
孫
、
郭
一
九
八
四
、
一
五
百
ハ
。

⑥
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
遺
物
で
は
、
こ
の
部
分
は
出
土
後
に
磨
っ
て
使
用
に
よ
る

　
凹
凸
が
平
ら
に
な
ら
さ
れ
て
み
る
例
を
見
か
け
る
の
で
注
意
を
要
す
る
（
例
へ
ば

　
ア
ー
サ
ー
・
M
・
サ
ッ
ク
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
望
ン
中
の
も
の
。
〔
い
騨
ぞ
峠
8
簿
巴
●

　
・
お
。
。
8
圏
ρ
〕
美
術
商
が
美
観
を
損
ね
る
と
考
へ
て
細
工
を
し
た
の
で
あ
る
。

⑦
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
、
二
〇
六
頁
。

⑧
　
紅
山
文
化
で
は
ウ
シ
、
ヒ
ツ
ジ
、
ブ
タ
が
家
畜
と
し
て
飼
は
れ
て
る
た
と
考
へ

　
ち
れ
て
る
る
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
四
、
一
七
五
頁
）
。

⑨
、
・
見
学
に
当
っ
て
は
饗
学
部
家
螢
生
体
機
構
学
講
座
佐
藤
英
開
教
授
の
お
世
話
に

　
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
衷
し
た
い
。

⑩
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
等
一
九
八
八
、
三
五
一
頁
。

⑪
李
最
雄
一
九
八
五
、
一
九
八
八
。

㊧
隔
甘
自
省
文
物
工
作
隊
一
九
八
六
、
一
一
一
頁
。

．
⑬
林
一
九
八
四
、
一
三
三
－
一
三
四
頁
。

⑭
”
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
四
、
一
七
五
頁
。

　
図
r
出
　
所
　
属
　
音

図
蓬
、
劇
論
篤
デ
九
八
六
、
図
版
二
、
5

図
2
　
孫
、
郭
一
九
八
四
、
二
六
、
L

図
3
右
　
文
化
部
文
物
局
、
故
宮
博
物
院
一
九
八
七
、
八
九

：
，
左
　
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
一
九
八
六
、
図
＝
、
3

図
4
　
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
一
九
八
六
、
図
二
〇
、
1

図
5
筆
者
ス
ケ
ヅ
チ

図
6
．
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
考
古
資
料
フ
ァ
イ
ル

図
7
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
、
図
版
一
七
九
、
1
、
右
、
図
一
〇

図図図図図図図図図図17　16　15　14　13　12　11　10　9　8

二
、
2

筆
者
写
真

筆
者
写
真

筆
者
写
翼

筆
者
写
真

筆
者
写
真

筆
者
写
真

筆
者
写
其

寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
等
一
九
八
八
、
図
一
五
、
2

甘
露
省
【
文
物
工
作
隊
一
九
八
六
、
図
版
二
、
－
、
2

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
考
古
資
料
フ
ァ
イ
ル
・

　
引
用
文
、
献
目
録

甘
粛
省
文
物
工
作
隊
一
九
八
六
「
討
粛
秦
安
大
地
湾
九
〇
一
号
房
肚
発
掘
簡
報
」
『
文

　
　
物
』
一
九
八
六
、
二
、
一
－
一
二
頁
、

孫
守
道
、
郭
大
順
一
九
八
四
「
論
遼
河
流
域
的
原
始
文
明
与
三
二
起
源
」
『
文
物
』
一
九

　
　
八
四
、
六
、
一
一
－
一
七
、
二
〇
頁

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
『
股
虚
婦
好
墓
』
北
京

申
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
四
『
新
中
国
的
考
古
発
見
与
研
究
』
北
京
．

寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
、
中
国
社
会
科
学
院
寧
夏
考
古
組
、
同
心
県
文
物
管
理
所
一
九

　
　
八
八
「
寧
夏
同
心
倒
敏
子
何
奴
墓
地
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
八
、
三
、
三
三
三
－

　
　
五
五
五
頁

林
巳
奈
夫
一
九
八
四
『
股
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
』
東
京

文
化
物
文
物
局
、
故
宮
博
物
院
皿
九
八
七
『
全
国
出
土
文
物
珍
品
選
、
一
九
七
六
－
一

　
　
九
八
四
』
北
京

李
恭
篤
一
九
八
六
「
遼
寧
凌
源
県
三
官
旬
子
城
子
山
面
肚
試
掘
報
晋
」
『
考
古
』
一
九
八

　
　
六
、
六
、
四
九
七
一
五
一
〇
暫
貝

・324　；（284）



李
最
雄
一
九
八
五
「
我
国
古
代
建
築
史
上
的
奇
迩
－
関
干
秦
安
大
地
湾
管
領
文
化
房
屋

　
　
地
面
建
築
材
料
及
其
工
芸
的
研
究
」
『
考
古
』
一
九
八
五
、
八
、
七
四
一
－
七
四
七
、

　
　
六
八
五
頁

李
最
雄
一
九
八
八
「
世
界
上
最
古
老
的
混
凝
土
」
『
考
古
並
置
八
八
、
八
、
七
五
一
一

　
　
七
五
六
頁

遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
～
九
八
六
「
遼
寧
牛
河
梁
紅
山
文
化
“
女
神
廟
μ
与
積
石
象

　
　
群
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
㎝
九
八
穴
、
八
、
　
－
一
七
頁

ピ
2
洋
。
戸
繋
δ
旨
p
ω
簿
●
巴
．
一
り
◎
◎
ご
　
」
紅
§
m
匿
蓋
§
、
ぎ
　
箆
、
ミ
ミ
ミ
い
§
ミ
ミ

　
　
o
ミ
・
§
≦
琶
首
σ
・
ε
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

辱

紅山文化の所謂馬蹄形玉鐘について（林）
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